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1 Test Suiteの概要 
 
SCORM 2004 Conformance Test Suite Version 1.3.3 (Self Test) (以降、Test Suiteと略)は、ADLが開
発した、LMS、SCO もしくは メタデータ を診断するためのツールです。 
Test Suiteは、SCORM2004規格に適合しているかどうかを診断します。 
Test Suiteには、下記の 5種の検査項目で構成されています。 
・LMSランタイム適合性検査 
・コンテンツパッケージ適合性検査 
・SCOランタイム適合性検査 
・メタデータ適合性検査 
・Manifest適合試験 

 
1-1 Test Suiteの入手方法 

Test Suiteは、ADLのWebサイトより入手することができます。 
http://www.adlnet.org/downloads/

 
1-2 Test Suiteの動作環境 

 Test Suiteの動作環境は下記の通りです。 
OS Microsoft Windows 2000 SP2, XP SP1, XP SP2 
ブラウザ Internet Explorer 6.0 

Netscape7.0 
JAVA Java(TM) 2 SDK, Standard Edition 1.4.1以上 

Java(TM) 2 Runtime Environment, Standard Edition 1.4.1以上 
※ 上記以外の環境では、一切動作保障がありません。 

 
1-3 Test Suiteのインストール手順 

 
1-3-1 Javaソフトウェアのインストール 

Test Suiteのインストールを行う前に、Javaソフトウェアをインストールします。 
JAVAソフトウェアは、下記のページより入手することができます。 
http://java.sun.com/products/archive/

“J2SDK/J2RE _ 1.4”のリストより、1.4.1_07 をダウンロードし、インストールを行ってく
ださい。 
 

http://www.adlnet.org/downloads/
http://java.sun.com/products/archive/


1-3-2 Test Suiteのインストール 

Javaソフトウェアのインストールが終了したら、Test Suiteのインストールを行います。 
 
1) http://www.adlnet.org/downloads/にアクセスし、“SCORM 2004 Conformance Test Suite Version 

1.3.3 (Self Test)”をクリックします。 
 

2) “SCORM2004_TestSuite1_3_3ST.zip”をダウンロードします。 
 

3) ダウンロードした“SCORM2004_TestSuite1_3_3ST.zip”を展開します。 
 

4) 解凍後に作成された“SCORM2004_TestSuite1_3_3ST.exe”をダブルクリックして実行します。 
 
5) 『Welcome to the …』と書か
れたダイアログが表示されま

す。 
[Next]ボタンをクリックしま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6) 『License Agreement』ダイア
ログが表示されます。「I accept 
the terms in the license 
agreement」を選択し、[Next]
ボタンをクリックします。 
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7) 『Destination Folder』ダイア
ログが表示されます。 
インストール先のディレクト

リを指定し、[Next]ボタンをク
リックします。 

【注意】 
Test Suiteは、インストール先のデ
ィレクトリに  TestSuite1_3_3ST
という名前のディレクトリを追加

し、そのディレクトリ内にインスト

ールされます。 
ま た 、 Readme.html で は 、 
C:¥ADL¥TestSuite1_3_3ST とい
うフォルダにインストールされて

いるとして説明していますので、異

なるディレクトリにインストール

する場合は適宜読み替えてくださ

い。 
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8) 『 Ready to Install the 

Program』ダイアログが表示さ
れます。[Install]ボタンをクリ
ックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9) プログラムのインストールが
始まります。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 



10) 『 InstallShield Wizard 
Completed』ダイアログが表示
されるとインストールの終了

です。[Finish]ボタンをクリッ
クして、終了してください 

 

 
 

 
1-4 その他の設定 

Test Suiteを実行するには、ブラウザや JAVAプラグインの設定を下記のように変更してくだ
さい。 
 

 インターネット一時ファイルの設定 

1) デスクトップにある Internet Explorer アイコンを右クリックし、表示されたメニューより[プロパ
ティ]を選択します。 

 
2) 『インターネットのプロパティ』ダイアログが表示されます。 
 
3) [全般]タブを開き、“インター
ネット一時ファイル”欄の[設
定]ボタンをクリックします。 
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4) 「ページを表示するごとに確
認する」を選択し、[OK]ボタ
ンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
5) [OK]ボタンでダイアログを閉
じます。  

 
 

 Java プラグインの設定 

1) コントロールパネルを開きます。 
 
2) 『Java Plug-inコントロールパネル』を開きます。 
 
3) [ブラウザ]タブを開き、 
・Internet Explorer を使用し
ている場合は、「 Internet 
Explorer」 
・Netscape を使用している場
合は、「Netscape 6」 
を選択します。 

 
 
 
4) [キャッシュ]タブを開き「キャ
ッシュを有効」のチェックを外

します。 
 
 
 
 
5) [適用]ボタンをクリックし、

Java Plug-in コントロールパ
ネルを閉じます 
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 ポップアップブロッカーの無効化 

ポップアップブロッカーをご利用の場合には、Test Suiteを実行する場合、無効に設定して下
さい。 
ポップアップブロッカーは、 
・gooスティック 
・Googleツールバー 
・yahooツールバー 
・Norton Internet Security 

などに搭載されている機能です。 
 
 Windows XP SP2 を利用している場合 

1) デスクトップにある Internet Explorer アイコンを右クリックし、表示されたメニューより[プロパ
ティ]を選択します。 

 
2) [プライバシー]タブを開きま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3) “ポップアップ ブロック”欄
の「ポップアップをブロックす

る」のチェックを外します。 
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4) 続いて[詳細設定]タブを開き
ます。 

 
5)  “セキュリティ”欄の「マイ 
コンピュータのファイルでの

アクティブ コンテンツの実行
を許可する」にチェックを入れ

ます。 
 
 
 
 
 
 
6) [OK]ボタンをクリックしてダ
イアログを閉じます。 
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2 適合性検査 
 
この章では、教材コンテンツの SCORM2004 規格への適合性を、Test Suite を使用して検査する方法
を説明します。 
 
2-1 LMS適合性検査の操作手順 

LMS適合性検査の操作手順を説明します。 
 

2-1-1 LMS適合検査 

 
1) LMS Test Content PackagesをADLのWebサイトよりダウンロードします。 

http://www.adlnet.org/downloads/にアクセスし、“SCORM 2004 Conformance Test Suite Version 
1.3.3 (LMS Test Packages)”をクリックします。 

 
2)  “LMSTestPackages1_3_3ST.zip”をダウンロードします。 
 
3) ダウンロードした“LMSTestPackages1_3_3ST.zip”を展開し、LMSに登録します。 
 
4) LMSに下記のテスト用ユーザを登録します。 
ユーザ名： Joe Student 
ユーザ名： Mary Learner 

 
5) 手順４で登録した 2人のユーザに、59のテスト コンテンツ パッケージの学習ができるよう設定を
行います。 
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6) デスクトップにある“Test 
Suite 1.3.3 ST”アイコンをダ
ブルクリックして実行します。 

 
7) “ Learning Management 

System (LMS) Conformance 
Test” をクリックします 

 

 
 

 

ここをクリック 

http://www.adlnet.org/downloads/199.cfm
http://www.adlnet.org/downloads/199.cfm
http://www.adlnet.org/downloads/files/196.cfm
http://www.adlnet.org/downloads/files/196.cfm


8) 『警告－セキュリティ』ダイア
ログが表示されたら、[はい]を
クリックします。 

 
POINT！ 

[常に]をクリックすると、次回よりこのダイア

ログが表示されることなく使用できます。 
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9) LMS 名、LMS のバージョン、

LMS 製作者情報を入力し、
[Continue]ボタンをクリック
します。 

 
 

 
 

 



10) テ ス ト を 行 う Content 
Package 番 号 を 選 択 し 、

[Complete]ボタンをクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11) すべてのテストパッケージを
選択していない場合、右のよう

な警告ダイアログが表示され

ます。[OK]ボタンをクリック
します。 

 
 
12) 【テストパッケージ 1 を選択
した場合にのみ、表示されま

す】 
Joe StudentのUserIDを入力
し[Continue]ボタンをクリッ
クします。 
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13) 【テストパッケージ 2～59 を
選択した場合にのみ、表示され

ます】 
Mary Learnerの UserIDを入
力し[Continue]ボタンをクリ
ックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
14) 【テストパッケージ 1 を選択
した場合にのみ、表示されま

す】 
Joe Student のユーザ登録が
成功している場合は[Yes]を選
択し、[Complete]ボタンをクリ
ックします。 
成功していない場合は、[No]
を選択してから[Complete]ボ
タンをクリックし、 [Add 
Comment]ボタンより、登録エ
ラーとのコメントを記述しま

す。 
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15) 【テストパッケージ 2～59 を
選択した場合にのみ、表示され

ます】 
Mary Learnerのユーザ登録が
成功している場合は[Yes]を選
択し、[Complete]ボタンをクリ
ックします。 
成功していない場合は、[No]
を選択してから[Complete]ボ
タンをクリックし、 [Add 
Comment]ボタンより、登録エ
ラーとのコメントを記述しま

す。 
 
 
 
 
16) 右のテスト項目が表示された
ら LMSを起動し、 
【LMS Test Course 1】の試験
を始めるには、Joe Studentの
アカウント 
【LMS Test Course 1以外】の
試験を始めるには、Mary  
Learnerのアカウント 
でログインします。 

 
17) LMS からテストパッケージの
学習を開始します。 
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18) 右のようなアプレットに対す
るセキュリティ警告が表示さ

れたら[はい]を選択します。 

POINT！ 

[常に]をクリックすると、次回よりこのダイア

ログが表示されることなく使用できます。 
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19) 【テストパッケージ 1～2】 

SCO が起動すると、ダイアロ
グが表示されます。 
ダイアログの支持にしたがっ

て、操作を行ってください。 
【テストパッケージ 3～59】 
テストが自動で実行されます。 
終了までお待ちください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20) 右のダイアログが表示された
ら[OK]ボタンをクリックし、
画面に”Test Completed”とい
うメッセージが表示されるこ

とを確認します。メッセージが

表示されたら、学習終了処理を

行います。 

 

 

 
 

 



21) LMS の学習終了処理が終了し
たら Test Suiteの画面に戻り、
[Continue]ボタンをクリック
します。 
検査が正常終了すると、緑色の

チェックが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
22) テスト結果を保存する場合に
は、右ウィンドウの一番上にあ

る[Save Log]ボタンをクリッ
クします。 
[Add Comments]ボタンをク
リックすると、ログにコメント

を追加することができます。 

POINT! 

ここで保存された結果は summary です。詳

細なログは、下記に保存されています。 

<drive>:\<install_derectory>\TestSuite\Log

s\LMS\Detailed\<yyyymmddhhmmss>_LM

SRTE_Log.htm 
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2-2 コンテンツ適合性検査の操作手順 

コンテンツ適合性検査の操作手順を説明します。 
 

2-2-1 コンテンツパッケージ適合検査 
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1) デスクトップにある“Test 
Suite 1.3.3 ST”アイコンをダ
ブルクリックして実行します。 

 
2) “Content Package  

Conformance Test” をクリッ
クします 

 
 
 
 
 
 
3) 『警告－セキュリティ』ダイア
ログが表示されたら、[はい]を
クリックします。 

 
POINT！ 

[常に]をクリックすると、次回よりこのダイア

ログが表示されることなく使用できます。 

 

 

 

 

ここをクリック 



4) Step1of7 
コンテンツパッケージ名、コン

テンツのバージョン、コンテン

ツの製作者情報を入力し、

[Continue]ボタンをクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
5) Step2of7 
コンテンツのパッケージ形式

を選択します。 
ZIPファイルの場合は、 
“Package(PIF)”を選択し、 
それ以外の場合は、 
“Package(non PIF)”を選択
し、[Continue]ボタンをクリッ
クします。 

 
 
 
 
6) Step3of7 
コンテンツの種類を選択しま

す。 
organization 情報が含まれる
コ ン テ ン ツ の 場 合 は 、

“Content Aggregation  
Package”を選択し、リソース
情報のみのコンテンツの場合

には、“Resource Package”を
選択し、[Continue]ボタンをク
リックしてください。 
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7) Step4og7 
テストするコンテンツを指定

します。 
PIF ファイルを選択した場合
は、コンテンツの ZIP ファイ
ルを指定し、non PIFの場合は、 
“imsmanifest.xml”を指定し、
[Begin Test]ボタンをクリック
します。 

 
 
 
8) テスト開始のメッセージが表
示されます。[OK]ボタンをク
リックしてください。 

 
 
 
9) テスト結果が、右側のウィンド
ウに表示されます。 

 
10) Step5of7 

manifest のテストが終了する
と、次のテストが開始されます。

Initialize が実行されまでのタ
イムアウト値を設定します。 
この時間内に Initializeが行わ
れないと、このコンテンツは 
Non-Conformant(不適合と判
定されます。 
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11) Step6of7 
SCO にパラメータを設定する
場合は入力してください。 
[Continue]ボタンをクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
12) Step7of7 

[Launch SCO(s)]ボタンをク
リックすると、SCO のテスト
が始まります。 
 
別ウィンドウで SCOが表示さ
れます。 
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13) 1 ページ目の SCO のテストが
終わると、次の SCOを起動し
ます。 
 
[Complete Test]ボタンをクリ
ックして、次の SCO の Test
が始まります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
14) [OK]ボタンをクリックします。 

 
 
これを繰り返し、すべての

SCOのテストを行います。 
 
 
15) SCO のテストが最後まで終わ
ると、“7 of 7”の下に緑色のチ
ェックが表示されます。 
適合試験は終了です。 
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16) テスト結果を保存する場合に
は、右ウィンドウの一番上にあ

る[Save Log]ボタンをクリッ
クします。 
[Add Comments]ボタンをク
リックすると、ログにコメント

を追加することができます。 

POINT! 

ここで保存された結果は summary です。詳

細なログは、下記に保存されています。 

<drive>:\<install_derectory>\ Test 

Suite\Logs\CP\Detailed\Log_<yyyymmddh

hmmss>\CP_Log.htm 
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2-2-2 SCOランタイム適合試験 
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1) デスクトップにある“Test 
Suite 1.3.3 ST”アイコンをダ
ブルクリックして実行します。 

 
2) “Sharable Content  

Object(SCO) Run-Time  
Environment(RTE)  
Conformance Utility Test”をク
リックします 

 
 
 
 
3) Step1of4 

SCO 名、SCO のバージョン、
SCO の製作者情報を入力し、
[Continue]ボタンをクリック
します。 

 
 

 

 

 

ここをクリック 



4) Step2of4 
Initialize が実行されまでのタ
イムアウト値を設定します。 
この時間内に Initializeが行わ
れないと、このコンテンツは 
Non-Conformant(不適合と判
定されます。 

 
5) １つの SCOのテストを行う場
合は、“Single SCO Test”を選
択し、[参照]ボタンをクリック
して、テストを行う SCOを指
定し、[Continue]ボタンをクリ
ックします。 
 
複数の SCOのテストを行うに
は、“Multiple SCO Test”を選
択し、[参照]ボタンをクリック
して、テストを行う SCOを選
択します。[Add Test List]ボタ
ンをクリックすると、リストボ

ックスに選択した SCOのパス
が入ります。続けて[参照]ボタ
ンをクリックして、SCO を選
択します。 
テストを行う SCOをすべて選
択したら[Continue]ボタンを
クリックします。 

 

 
【Single SCO Testを選択した画面】 
 

 

【Multiple SCO Testを選択した画面】 
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6) Step3of4 
SCO にパラメータを設定する
場合は入力してください。 
LMS から渡すパラメータを設
定したり、Objectiveを設定す
ることができます。 
 
入力したら[Continue]ボタン
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
7) Step4of4 

[Launch SCO(s)]ボタンをク
リックすると SCOのテストが
開始されます。 
別ウィンドウで SCOが表示さ
れます。 
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8) “Multiple SCO Test”を選択
した場合は、[Complete Test]
ボタンをクリックして、次の

SCOのテストを開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9) SCOのテストが終わると、 
“4 of 4”の下に緑色のチェッ
クが表示されます。 
適合試験は終了です。 

 
10) テスト結果を保存する場合に
は、右ウィンドウの一番上にあ

る[Save Log]ボタンをクリッ
クします。 
[Add Comments]ボタンをク
リックすると、ログにコメント

を追加することができます。 

POINT! 

ここで保存された結果は summary です。詳

細なログは、下記に保存されています。 

<drive>:\<install_derectory>\ TestSuite\Lo

gs\SCORTE\Detailed\Log_<yyyymmddhhm

mss>\SCORTE_Log.htm 
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2-2-3 メタデータ適合試験 
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1) デスクトップにある“Test 
Suite 1.3.3 ST”アイコンをダ
ブルクリックして実行します。 

 
2) “Metadata Conformance  

Utility Test ”をクリックしま
す。 

 
 
 
 
 
 
3) Step1of4 
メタデータ名、メタデータのバ

ージョン、メタデータの製作者

情報を入力し、[Continue]ボタ
ンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
4) Step2of4 
特定のメタデータを検査する場

合は“Stand-alone Metadata”
を選択し、[Continue]ボタンを
クリックします。（P27-手順5へ） 
PIF ファイルを内のメタデータ
を検査する場合は、“Content 

Package(PIF) ” を 選 択 し 、

[Continue]ボタンをクリックし
ます。（P29-手順 9 へ） 

 

 

 

ここをクリック 

 

 



“Stand-alone Metadata”を選択した

場合： 
5) Step3of4 
検査を行うメタデータのタイ

プを選択し、[Continue]ボタン
をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
6) １つのメタデータのテストを
行う場合は、“Single Test”を
選択し、[参照]ボタンをクリッ
クして、テストを行うメタデー

タを指定し、[Begin Test]ボタ
ンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
複数のメタデータのテストを

行うには、“Multiple Test”を
選択し、[参照]ボタンをクリッ
クして、テストを行うメタデー

タを選択します。 [Add Test 
List]ボタンをクリックすると、
リストボックスに選択したメ

タデータのパスが入ります。続

けて[参照]ボタンをクリック
して、メタデータを選択します。 
テストを行うメタデータをす

べて選択したら[Begin Test]ボ
タンをクリックします。 

 
 

 

【Single SCO Testを選択した画面】 
 

 
【Single SCO Testを選択した画面】 
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7) メタデータのテストが終わる
と、“4 of 4”の下に緑色のチェ
ックが表示されます。 
適合試験は終了です。 

 
8) テスト結果を保存する場合に
は、右ウィンドウの一番上にあ

る[Save Log]ボタンをクリッ
クします。 
[Add Comments]ボタンをク
リックすると、ログにコメント

を追加することができます。 

POINT! 

ここで保存された結果は summary です。詳

細なログは、下記に保存されています。 

<drive>:\<install_derectory>\ Test 

Suite\Logs\MD\Detailed\Log_<yyyymmdd

hhmmss>\MD_Log.htm 
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“Content Package(PIF)”を選択した

場合： 

9) Step3of4 
コンテンツの種類を選択しま

す。 
organization 情報が含まれる
コ ン テ ン ツ の 場 合 は 、

“Content Aggregation  
Package”を選択し、リソース
情報のみのコンテンツの場合

には、“Resource Package”を
選択し、[Continue]ボタンをク
リックしてください。 

 
10) [参照]ボタンをクリックして、
テストを行う PIF ファイルを
指定し、[Begin Test]ボタンを
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
11) メタデータのテストが終わる
と、“4 of 4”の下に緑色のチェ
ックが表示されます。 
適合試験は終了です。 
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12) テスト結果を保存する場合に
は、右ウィンドウの一番上にあ

る[Save Log]ボタンをクリッ
クします。 
[Add Comments]ボタンをク
リックすると、ログにコメント

を追加することができます。 

POINT! 

ここで保存された結果は summary です。詳

細なログは、下記に保存されています。 

<drive>:\<install_derectory>\ Test 

Suite\Logs\CP\Detailed\Log_<yyyy22ddhh

mmss>.htm 

 
 

 
 
 



2-2-4 マニフェスト適合試験 
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1) デスクトップにある“Test 
Suite 1.3.3 ST”アイコンをダ
ブルクリックして実行します。 

 
2) “Manifest Utility Test”をク
リックします。 

 
 
 
 
 
 
 
3) Step1of4 
マニフェスト名、マニフェスト

のバージョン、マニフェストの

製 作 者 情 報 を 入 力 し 、

[Continue]ボタンをクリック
します。 

 
 
 

 

 

 

ここをクリック 



4) Manifestが ZIP形式の PIF フ
ァイルに含まれている場合は、

“Package(PIF _ Manifest  

only)”を選択し、[Continue]
ボタンをクリックします。 
それ以外の場合は、 
“Package(non PIF _  
Manifest only)”を選択し、
[Continue]ボタンをクリック
します。 

 
 
5) コンテンツの種類を選択しま
す。 
organization 情報が含まれる
コ ン テ ン ツ の 場 合 は 、

“Content Aggregation  
Package”を選択し、リソース
情報のみのコンテンツの場合

には、“Resource Package”を
選択し、[Continue]ボタンをク
リックしてください。 
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[参照]ボタンをクリックし、テスト
するマニフェストを選択し、

[Begin Test]ボタンをクリックし
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6) テスト開始のメッセージが表
示されます。[OK]ボタンをク
リックしてください。 

 
 
7) マニフェストのテストが終わ
ると、“4 of 4”の下に緑色のチ
ェックが表示されます。 
適合試験は終了です。 

 
8) テスト結果を保存する場合に
は、右ウィンドウの一番上にあ

る[Save Log]ボタンをクリッ
クします。 
[Add Comments]ボタンをク
リックすると、ログにコメント

を追加することができます。 

POINT! 

ここで保存された結果は summary です。詳

細なログは、下記に保存されています。 

<drive>:\<install_derectory>\ Test 

Suite\Logs\CP\Detailed\Log_<yyyymmddh

hmmss>\CP_Log.htm 
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2-3 検査結果 

 
2-3-1 テストログのアイコンの説明 

 

アイコン 色 説明 

 Blue インフォメーション 

 Orange 警告メッセージ 

 Green 合格の場合の適合検査結果 

 Red 不合格の場合の適合検査結果 

 Red 不適合もしくはエラーの発生により Test Suiteが停止 

 Purple 適合レベル 

 Black その他 
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2-3-2 LMS適合マトリクス 

 

適合レベル 

LMS SCORM 2004 Conformant 
適合カテゴリ 

・LMS Run-Time Environment Version 1.3.1 (LMS RTE 1.3.1) 
・LMS Content Aggregation Model Version 1.3.1 (LMS CAM 1.3.1) 
・LMS Sequencing and Navigation Version 1.3.1 (LMS SN 1.3.1) 

適合カテゴリの用件概要 

LMS RTE 1.3.1 ♦ LMSが、アセットを起動できること 
♦ LMSが、SCORM2004規格に適合した SCOを起動できること 
♦ LMS が、DOM オブジェクトとして API インスタンスを提供し、すべての

APIメソッドを実装していること 
♦ LMSが、SCORM 2004のランタイム環境のデータモデルのサポートを実装
していること 

♦ LMSが、SCORM 2004のナビゲーションデータモデルのサポートを実装し
ていること 

LMS CAM 1.3.1 ♦ LMS が、SCORM 規格に適合したコンテンツパッケージをインポートし実

行できること 
♦ LMSが、コンテンツパッケージ内のマニフェストを基に SCORMランタイ

ム環境データモデルエレメントを初期化できること 
LMS SN 1.3.1 ♦ LMSが、バージョン 1.3.1の SCORMシーケンシングおよび SCORMナビ

ゲーションを含む中間コードによって、シーケンシングビヘイビアを実装し

ていること 
♦ LMSが、SCORM2004ナビゲーションデータモデルエレメントのサポート
を実装していること 

♦ LMS が、ユーザインターフェースからのナビゲーション要求のサポートを
実装していること 
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2-3-3 コンテンツパッケージ適合マトリクス 

 
2-3-4 SCO適合マトリクス 

適合レベル 

CP SCORM 2004 Conformant 
適合カテゴリ 

・Content Package Content Aggregation Model Version 1.3.1 (CP CAM 1.3.1)  
・Content Package Run-Time Environment Version 1.3.1 (CP RTE 1.3.1) 

適合カテゴリの用件概要 

CP CAM 1.3.1 ♦ コンテンツパッケージが、コンテンツパッケージの定義に従っていること 
♦ コンテンツパッケージが SCORM規格に則った構造情報を持つこと 
♦ コンテンツパッケージが SCORM規格に則った SCORMシーケンシング情
報を持つこと 

♦ コンテンツパッケージが SCORM 規格に則ったナビゲーション、プレゼン
テーション情報を持つこと 

♦ コンテンツパッケージが SCORM規格に則ったリソース情報を持つこと 
♦ コンテンツパッケージが SCORM規格に則ったメタデータ情報を持つこと 

CP RTE 1.3.1 ♦ Contentパッケージは少なくとも 1つの Sharable Content Object(SCO)リ
ソースもしくは Assetリソースを含んでいること 

♦ Manifestで特定されたすべての SCOリソースが SCO適合要件に従ってい
ること 

適合レベル 

SCO SCORM 2004 Conformant 
適合カテゴリ 

・SCO Run-Time Environment Version 1.3.1 (SCO RTE 1.3.1) 
適合カテゴリの用件概要 

SCO RTE 1.3.1 ♦ SCOが、SCORM Run-Time環境バージョン 1.3.1で定義されている DOM
オブジェクトとして API_1484_11 という名前の API インスタンスをみつ
けること 

♦ SCOが、 Initialize("") 及び Terminate("" )という APIメソッドを呼び出せ
ること 

♦ SCO が動作している場合、データトランスファーメソッドを呼び出せるこ
と 

♦ SCOが動作している場合、サポート メソッドを呼び出せること  
♦ SCOがデータトランスファーモデルメソッドを使用している場合、SCOが、
エレメントの要求にしたがって呼ばれるメソッドの中で使用されるすべて

の SCORMランタイム環境データモデルエレメントを保障する 
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2-3-5 メタデータ適合マトリクス 

適合レベル 

MD SCORM 2004 Conformant 
適合カテゴリ 

・Metadata Content Aggregation Model Version 1.3.1 (MD CAM 1.3.1) 
適合カテゴリの用件概要 

MD CAM 1.3.1 ♦ メタデータは、SCORM Metadata Application Profiles 
（・Asset Metadata Application Profile 
  ・SCO Metadata Application Profile 
  ・Activity Metadata Application Profile 
  ・Content Organization Metadata Application Profile 
  ・Content Aggregation Metadata Application Profile） 
の 1つに従っていること 

♦ Metadata が 1つ以上の拡張を含んでいる場合、拡張が XMLスキーマ定義
(XSD)に従った有効な形式であること 
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